
  町民の悲願である駅前通りの拡幅。駅前通りの現状について報告します！ 

Q 整備されるまでの過程は？ 

Ａ 一般的には、次の流れになります。 

 都市計画決定 → 事業計画・換地計画等の策定 → 事業認定申請 → 事業認定 → 事業化 

Ｈ,1 杉戸町策定済 

Ｈ25 宮代町策定済 

Q 最近の動きは？ 

平成 20 年 まち・道づくり協議会発足（以後毎年数回の協議） 

平成 22年 個別相談会の実施（24 年にも実施） 

平成 23 年 杉戸・宮代両町長、知事に要望書提出 

平成 25 年 3 月宮代町都市計画決定 

平成 26 年 測量のための補正予算成立（750 万円） 
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東武動物公園駅、駅前通りの今後は？ 

知！  知！ 昭和 34年 古川橋が改築された年です。今年で 56 年目になります。 このコーナーでは、杉戸町のミニ情報をお届けします。 

・昭和 55年杉戸町生 

・杉小→杉中→越谷北高校→明治大学経営学部卒 

・学生時代に元厚労相細川律夫事務所にインターンシップ 

(職場体験制度)をし、現在まで様々な政治活動に携わる。 

・卒業後、大手学習塾に就職 

・平成 22年、学習塾「向学館」を設立し独立 

・平成 23年、杉戸町議会議員選挙初当選（現在 1 期） 

・家族：妻と愛犬 ・趣味：読書（村上春樹・三浦綾子） 

 

【授業中の一コマ】 

 

 

発行部数 11,000 部 

Q 完成イメージ図は？ 

Ａ 駅前広場の完成イメージ図です。 

大橋よしひさで検索！ 

ブログも更新中！ 

ホームページ開設!! 

現在はここ！ 

 

                          早期実現に向けてがんばります！ 

Ａ 

【 大橋よしひさ（34 歳）プロフィール 】 

1 



2 

Q 拡幅するために必要なことは？ 

A 現在、町は、図のＢ区間の拡幅事業を優先して行いたい考えです。 

  Ｂ区間は、県道であるため、県が事業を行うことになります。町は、県に事業をす

るよう依頼していますが、県からは、 

① 東武動物公園駅東口駅前広場の整備←宮代町が都市計画決定したため解決 

② 商店街活性化 

③ 道路用地買収後に発生する狭小敷地の対策 という課題が出されています。 

   現在、②③の課題の解決策を練っています。 

 

Q 駅前通りはどこが管理してるの？  

A  右図のように管理区分が分かれています。 

 Ａ東武動物公園駅 ～ 古川橋 → 宮代町 

 Ｂ古川橋 ～ 本陣跡交差点 → 埼玉県 

 Ｃ本陣跡交差点 ～    → 杉戸町 

  Ａ区間は、宮代町は来年度に事業認可申請

を行う予定です。 

  Ｂ区間は、現在見通しが立っていませんが、

今年度より事業計画策定のためのより詳細な

測量を開始する予定です。 

  Ｃ区間は、Ｂ区間の事業終了後に整備を行う

予定となっています。 

  管理区分が分かれていることが、なかなか

事業が進まない理由の一つと考えられます。 

Q 地元の人（地権者）が反対しているから進まないんじゃないの？ 

平成 20 年に発足した地権者の方々が参加している「道・まちづくり協議会」では総

論としての賛成が 91％となっています。むしろ「工程表の早期の作成」を求める声や

「換地の候補地を早く提示してほしい」との意見が上がっています。 

 

Q 現在の状況は？ 

平成26年の測量で、道路が拡幅した場合、土地が道路にどれだけかかってしまう

のか、（どれだけの土地が残るのか）ということが明らかになりました。 

次は、地権者の方々が、①土地を売却するのか、②残った土地で住み続けるのか、

③代替地に移転するのか、という決定をすることになります。 

今後は、地権者が判断を下すために必要な情報（地価、代替地の選定など）を提

示するための測量などを行うことになります。 

  なお、現在のところ、事業完成の見込みは立っていません。 

Q 通りにアパートが建ってしまったけれど…？ 

都市計画決定をしていますが、事業認可が下

りていないため、拡幅事業に協力することを条件

に建設を町は許可しました。ただし、拡幅事業す

る際に移転補償する可能性はあります。 

 

 

Q 拡幅のための費用負担は？ 

Ａ区間は、宮代町内であるため、 

宮代町が単独で費用負担を行います。 

事情によっては、杉戸町も費用を負担し、共同で事業を 

行うことになるかもしれません。 

  Ｂ区間は、沿道整備街路事業という手法で整備することが 

決定しています。この手法では、（拡幅する）道路にかかる 

土地は県が購入し、道路整備しますが、それ以外の残された土地は町で購入することになります。 

  Ｃ区間は、町道であるために、現段階では基本的には町が整備することになります。 

 町は、Ｂ区間の整備を優先する考えです。町道を県道に格上げし、両区間を一斉に整備する案もあ

りますが、その場合は事業が遅れることになるため、格上げの要望はしない方針です。 
 

古川橋 
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知！ 31,837人 
東武動物公園駅の乗降客数です。 

杉戸高野台駅の乗降客数は12,553人です（平成26年度） 
知！ 15.7% 杉戸町における都内への通勤率です。（平成 22 年国勢調査） 

 

拡幅が待たれる駅前通り（本陣跡から駅方面） 


